
学習指導要領の研究 

－各学校のシラバス比較（数学Ⅰ・Ａ）－ 

愛媛県立新居浜東高等学校 木下 翔太 

愛媛県立宇和高等学校 清水 隼人 

愛媛県立丹原高等学校 越智 勇太 

 

１ はじめに 

 学習指導要領の改訂に伴い、学習評価の在り方が見

直され、すべての学年で観点別学習状況の評価が導入

されました。そのため、シラバスの作成に関しても大

きな変化があったのではないでしょうか。 

シラバスの果たす役割は、「生徒に対して、学習の到

達目標を意識させ、主体的な学習を促す」、「指導目標

もしくは評価基準、評価の観点、評価方法を明確化し、

学習指導の工夫・改善に生かす」、「保護者、地域の人々

に対して説明責任を果たし、学校への信頼を高める」

であり、重要であると考えられます。 

 そのため、本年度は学校の規模のバランス等を考慮

し、県内 17の県立高校に協力していただき、各学校の

シラバスの比較、考察を行いました。今回の研究を通

して、より良いシラバスの作成に役立てていただけれ

ばと思います。 

 

２ 学習の目標 

 (1) 比較 

 ・ 項目の表記に関しては、「学習（の）目標」、「学

習の到達目標」、「科目（の）目標」など、特に決ま

っていなかった。 

 ・ 一文で表記している学校と項目ごとに表記して

いる学校は、同じ割合であった。 

・ 学習指導要領通りの表記にしている学校が１校

あったが、他の 16校は簡略化して表記されていた。 

・ 全体の目標の他に、各学期の学習目標を設定し

ている学校が８校、各単元の学習目標を設定して

いる学校が４校あった。 

(2) 考察 

  全ての学校が、学習指導要領に沿った内容になっ

ており、各学校の実状に応じた目標設定や文章表記

がなされていて、生徒や保護者が理解しやすいよう

に工夫されていると感じた。 

 

３ 学習の方法 

 (1) 比較 

 ・ 学習方法を明記している学校は５校、学習方法

ではないが、学習アドバイスを明記している学校

が５校あり、記載がなかったのは７校だった。 

 ・ 明記している学校のすべてが、年間の学習に対

する学習方法となっていた。 

 ・ 記載内容については、簡素な形式にしている学

校は２校、具体的な形式している学校が３校あっ

た。 

 (2) 考察 

  学習方法を明記していない学校も多くあり、シラ

バスを作成する上で、あまり重要視されていないよ

うに感じた。生徒への主体的かつ意欲的な学習の喚

起という側面から考えれば、必要であると思う。さ

らに、単元別に作成すれば、さらなる効果が期待で

きるのではないか。 

 

４ 学習の評価（評価の観点と目標） 

 (1) 比較 

 ・ 評価の観点では、すべての学校で「知識・技能」、 

「思考・判断・表現」が表記されていたが、「主体

的に学習に取り組む態度」の表記に関しては、１校

だけ「学びに向かう力・人間力等」の表記がなされ

ていた。 

 ・ 評価規準については、単元ごとに明記している

学校が５校で、他の 10校については、全体的な評

価としてまとめて明記されていた。 

・ 各観点における評価の割合を表記している学校

は１校であった。 

・評価方法に大きな違いは見られなかった。 

 (2) 考察 

  評価方法については、具体的な明記が必要ではな

いかと感じた。例えば、「知識・技能」においては、

『定期考査』のような表現ではなく、『定期考査にお

ける基本的計算問題』のように表現することによっ

て、生徒や保護者がより理解しやすのではないかと

思う。 

 

５ 学習の計画（年間学習指導計画） 

 (1) 比較 

・ 多くの学校が一年間の学習計画を学期ごとに 

まとめて明記していたが、６校は、月ごとに学習



する単元が明記されている。その中の１校だけ、

単元ごとに指導計画を明記しており、より具体的

であった。 

 ・ 単元の記載に関しては、各章ごとでとどめてい

る学校もあれば、各節や細項目まで明記している

学校もあった。 

 ・ 内容については、主に学習内容，学習のねらい，

学習の活動，学習の評価を中心に学習計画が立て

られていた。 

 主な記述内容 

 ＜数と式＞ 

  集合の考え方を用いて、必要条件、十分条件、対

偶などを学習します。 

  集合に関する記号や用語を理解し、その使い方を

学ぶ。 

  １次不等式を事象の考察に活用できるようになる。 

  不等式の解の意味や不等式の性質について理解し，

一次不等式の解を求めることができる。 

 ＜２次関数＞ 

２次方程式や２次不等式の解について理解を深め、

２次不等式の解法に習熟する。 

２次関数を用いて数量の関係や変化を表現するこ

との有用性を認識し、事象の考察に活用できるよう

にする。 

２次方程式や２次不等式の解と２次関数のグラフ

との関係について理解し，２次関数のグラフを用い

て２次不等式の解を求められるようにする。 

＜図形と計量＞ 

三角比(正弦・余弦・正接)の概念を導入し、長さ

に関する身近な問題の解決に活用できるようになる。 

鋭角の三角比の意味や相互関係、それらを鈍角ま

で拡張する意義及び図形の計量の基本的な性質につ

いて理解する。 

 ＜データの分析＞ 

  データの分析についての基本的な概念や原理・法

則を体系的に理解するとともに、データの分析を用

いて事象を数学化したり、数学的に表現・処理した

りする技能を身に付ける。 

  統計の基本的な考えを理解するとともに、それを用い

てデータを整理・分析し傾向を把握できる。 

 ＜図形の性質＞ 

  図形の性質を用いて、問題解決する力を養う。 

  実生活における具体的な例を通して場合の数と確 

率を学びます。 

  平面図形や空間図形の性質についての理解を深め、 

事象の考察に活用できるようにする。 

 ＜場合の数と確率＞ 

  順列や組み合わせの意味について理解し、それら 

の総数を求める方法を学習します。 

 和の法則、積の法則、樹形図や表を利用して場合 

の数について学ぶ。 

 ＜数学と人間の活動＞ 

 数学と人間の活動を活用して事象を論理的に考察 

する力、事象の本質や他の事象との関係を認識し統 

合的・発展的に考察する力、数学と人間の活動を用 

いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付 

ける。 

さまざまな人間の活動の中から，整数を中心とし

た数学的な要素を見出し，数学の内容の理解を深め

ると同時に，現実の事象を，数学を用いて考察でき

るような力を培う。 

 (2) 考察 

  学習の計画については、生徒に分かりやく伝える

ためにも、単元だけでなく、内容やねらい、活動、評

価のすべてを明記する方がよいのではないかと考え

る。 

 

６ 終わりに 

 どの単元をいつ取り組むかについて、学期ごとに大

まかにまとめてある学校や、月ごとに細かく分けてあ

る学校があったり、取り組む内容を単元ごとに細分化

してまとめてあったりと、学校によって様々なまとめ

方がされていました。 

 また、数学Ａは、「(1)図形の性質」、「(2)場合の数と

確率」、「(3)数学と人間の活動」の３つの内容で構成さ

れていますが、生徒の特性や学校の実態，単位数等に

応じて内容を適宜選択させることになっています。そ

れでも、今回のシラバス調査では、ほとんどの学校が

すべての内容を扱うようにしていることが分かりまし

た。 

 平成 30年度の学習指導要領の改訂に伴い、指導すべ

き内容が増えたり、高等学校でも観点別学習状況の評

価が始まったりする中、多くの学校は学習者の評価に

ついて、何を、いつ、どのように評価するか頭を悩ま

せているように感じました。その悩みを解消する一つ

の方法が、シラバスに内容やねらい、活動、評価のす

べてを明記し、それに沿った学習活動を展開していく

ことであると考えます。 

 本研究が、今後各校がシラバス作成を行っていく手

助けとなることを切に願いたいと思います。 

 最後に、今年度の研究にあたり、シラバスを使用さ

せていただいた学校にこの場をお借りして感謝申し上

げます。 


